
2024「シビックプライドを持ったグローバル人材の育成」～ニセコと世界の境界線を溶かしていこう～北海道ニセコ高等学校

教育プログラムの目的
Ⅰ ニセコと世界の境界線を溶かすプログラム ニセコの課題と世界の課題を比較し、「シビックプライドを持ったグローバル人材」

を育成するためのプログラムを実施する。生徒は自分の考えを発信し、行動することで「好奇心、思考力、判断力、協創力、
受容力 発信力、挑戦力」を養う。

Ⅱ アウトバウンドプログラム 主体的に地域の人々と繋がることにより、生徒のコミュニケーション力やコーディネイト力を向上させる
とともに異なる価値観を持つ人々との相互理解を深める。心のエンジンを駆動して学びを深めた経験を広く伝える。

教育プログラムの流れ・内容

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

● ●
アントレプレナーシップ教育・グローバル人材育成講話の実施

特定のテーマについて学習し、地域の魅力や課題、自身の考えた問いになどついて他者
と協働して解決策等を探究し、新たな価値提案を行う。これにより、地域への関心を高
め、自らが地域づくりに取り組む意識を醸成する。また、国際的な教養も身につける。

1学年
シビックプライドの醸成

サステナブルスタディーツアーで世界と繋がる

地域の方や学生・留学生との協働や、国際交流をすることで、地域や世界の境界
線を超えた、地域協創について主体的に考える姿勢を身につける

● ●
サステナブルツアーを魅力的な商品へブラッシュアップ

SDGs未来都市の取り組みや持続可能な観光地づくりを学ぶ
ためにニセコ町を訪問する学生や留学生と交流する

商品化したサステナブルツアーの内容をさらに充実させ、
ニセコ町の環境に配慮した観光の取組を主体的にガイドする

３学年
地域協創による
グローバル
マインドの醸成

持続可能な観光教育プログラム

持続可能な観光国際基
準（GSTC)についての
地域との協働授業

フィールドワークを通して、
国際基準を意識し、自己の行動や
考え方を高める

● ●

● ●

先進地視察で持続可
能な観光地づくりに
ついて学ぶ

地域への報告
観光庁でのモデル

事業で発表

「持続可能な観光」を実践する必要性を学び、国際基準を意識して取り組むことで、
シビックプライドの高揚や世界に選ばれる観光地を協創するグローバルマインドを高める

シビックプライドを持ったグローバル人材

プログラムの評価

Ⅰキャリアパスポート
による自己評価

Ⅱ表現（スピーチ
プレゼンテーション）

Ⅲ シビックプライドと
国際理解の変化を
測るアンケート

Ⅳ地域と世界の課題の
共通点を理解し、
主体的に課題解決に
取り組む姿勢（創造力）

Ⅴ地域協働する際の
地域のアンケート

２学年
地域協創による
ホスピタリティ
マインドの醸成

全学年共通
アウトバウンド
プログラム

２学年
地域協創による
ホスピタリティ
マインドの醸成

● ●

５月神戸大学視察
持続可能な地域づくり
グローバル人材育成プログラム
フィールドワーク
大阪万博講話（JTB)

９月京都府美山町視察
持続可能な観光地づくり
観光マネジメント
フィールドワーク
地域交流

11月台湾：東呉大学
国立台中科技大学視察
グローバル人材育成プログラム
ＳＤＧｓの実践
ＰＢＬ（Project Based Learning）

フィールドワーク

１月麗澤大学視察
グローバル人材育成プログラム
国際交流アクティビティ
フィールドワーク
高校交流

２月東京：観光庁観光教育事業
シンポジウム参加
地域活性化プログラム
持続可能な観光地づくり
フィールドワーク
高校交流

日本から世界へ～越境プログラム


